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火災・救急・救助は

☎ １１９
（２）

　
現
在
、
球
磨
人
吉
地
域
の
災
害
を
受
信
す
る

消
防
指
令
業
務
は
、
上
球
磨
消
防
組
合
と
人
吉

下
球
磨
消
防
組
合
が
個
別
に
整
備
・
運
用
す
る

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
、
両
消
防
組
合
の
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム

を
上
球
磨
消
防
組
合
本
部
庁
舎
内
に
統
合
整
備

し
、新
た
に
「
人
吉
球
磨
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」

を
設
立
、
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
用
及

び
消
防
指
令
業
務
の
共
同
化
に
向
け
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
用
及
び
業
務
共
同
化
の

主
な
目
的
は
、
球
磨
人
吉
地
域
の
災
害
情
報
を

一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
災
害
発
生
時

に
お
け
る
両
消
防
組
合
の
連
携
及
び
災
害
対
応

力
の
強
化
、
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
整
備
・
保
守

費
用
の
縮
減
、
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応

す
る
専
門
職
員
の
養
成
等
、
多
岐
に
わ
た
る
効

果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
な
お
、
共
同
化
後
も
１
１
９
番
通
報
の
方
法

や
、
両
消
防
組
合
の
出
動
体
制
に
変
更
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
運
用
開
始
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、「
人
吉
球
磨
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」

仮
運
用
開
始
を
令
和
６
年
12
月
中
旬
、
整
備
事

業
完
了
を
令
和
７
年
３
月
、
本
運
用
開
始
を
同

年
４
月
と
し
て
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
当
消
防
組
合
広
報
誌

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
随
時
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

消
防
指
令
業
務
の
共
同
化
に
向
け
て

整
備
が
始
ま
り
ま
し
た

人吉・球磨地域の消防指令業務

現在は・・・

共同化されると・・・

人吉下球磨消防組合
消防本部通信情報室

災害等

11
9
番
通
報

出
動
・
活
動

出動指令

上球磨消防組合
消防本部通信指令室

災害等

11
9
番
通
報

出
動
・
活
動

出動指令

人吉下球磨消防組合

119番通報

出
動
・
活
動

出
動
指
令

上球磨消防組合

119番通報
出
動
・
活
動

出
動
指
令

人吉市・錦町・相良村・

五木村・山江村・球磨村

多良木町・湯前町・

水上村・あさぎり町

人吉市・錦町・相良村・

五木村・山江村・球磨村

多良木町・湯前町・

水上村・あさぎり町

災害等災害等

人吉球磨消防
指令センター

※上球磨消防組合
消防本部内に設置

広報しょうぼう上球磨 令和6年6月



AFT 施設

発表する坂本救命士

　
令
和
６
年
２
月
１
、
２
日
の
二
日
間
、
第
32
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
愛
知
県
名
古
屋
市
の
名
古
屋
国
際
会
議
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
救
急
救
命
士
制
度
が
施
行
さ
れ
た
翌
年
の

平
成
４
年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
開
催
地
は
全
国
の
主
要
都
市
と
な
っ

て
い
ま
す
。
内
容
は
主
に
救
急
医
療
に
関
す
る
取
り
組
み
や
症
例
発
表

等
で
、
救
急
医
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
や
救
急
隊
員
が
一
堂
に
会
す

る
専
門
の
学
会
で
す
。
今
回
は
、
全
国
各
地
か
ら
延
べ
８
１
５
０
人
の

救
急
隊
員
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
上
球
磨
消
防
組
合
を
代
表
し
て
坂
本
直
紀
救
急

救
命
士
（
以
後
　
坂
本
救
命
士
）
が
「
Ｃ
Ｐ
Ａ   （
心
電
図
波
形
＝
Ｖ
Ｆ   

）

状
態
で
反
応
・
体
動
が
あ
っ
た
Ｃ
Ｐ
Ａ
症
例
」
と
題
し
て
、
上
球
磨
消

防
組
合
管
内
で
発
生
し
社
会
復
帰
を
果
た
し
た
心
肺
停
止
の
奏
功
事
例

を
発
表
し
ま
し
た
。
坂
本
救
命
士
は
、
学
会
発
表
と
い
う
貴
重
な
経
験

を
積
み
、
二
日
間
に
お
い
て
救
急
分
野
の
最
新
の
情
報
に
つ
い
て
見
聞

を
広
め
て
き
ま
し
た
。
坂
本
救
命
士
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

火災・救急・救助は

☎ １１９
（３）

　
令
和
４
年
度
、
熊
本
県
消
防
学
校
に

Ｈ
Ｔ
施
設
及
び
Ａ
Ｆ
Ｔ
施
設
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

　
Ｈ
Ｔ（
ホ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
は
、

コ
ン
テ
ナ
内
に
お
い
て
実
際
に
薪
を
燃

焼
さ
せ
実
火
災
に
近
い
熱
環
境
を
再
現

す
る
こ
と
で
火
災
初
期
か
ら
の
燃
焼
過

程
を
観
察
し
、
火
災
性
状
に
対
す
る
知

識
の
向
上
及
び
状
況
に
応
じ
た
放
水
技

術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｆ
Ｔ（
模
擬
火
災
消
火
訓
練
）
は
、

火
炎
、
濃
煙
を
伴
う
建
物
火
災
状
況
を

リ
ア
ル
か
つ
安
全
に
模
擬
し
、
実
火
災

時
と
同
様
の
臨
場
感
の
あ
る
各
種
総
合

的
な
消
火
活
動
訓
練
を
繰
り
返
し
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
近
年
、
火
災
件
数
は
減
少
傾
向
で
あ

り
、
火
災
現
場
で
の
活
動
経
験
が
少
な

い
職
員
が
増
え
て
い
ま
す
。
実
火
災
に

近
い
状
況
で
消
火
技
術
訓
練
を
行
う
こ

と
で
経
験
不
足
を
補
い
、
今
後
も
訓
練

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
実
火
災
へ
の

対
応
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

HT施設燃焼中のHT施設

熊
本
県
消
防
学
校
で
Ｈ
Ｔ・Ａ
Ｆ
Ｔ
を
実
施
！

広報しょうぼう上球磨 令和6年6月

※1

※2

Ｃ
Ｐ
Ａ
は
、
心
肺
停
止
の
こ

と
を
言
い
、
文
字
通
り
心
臓

も
呼
吸
も
止
ま
っ
た
状
態
の

こ
と
を
言
う
。

Ｖ
Ｆ
は
、
心
室
細
動
の
こ
と

を
言
い
、
心
臓
が
細
か
く
痙

攣
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
を

言
う
。

※1※2

全国救急隊員シンポジウム　症例発表



　
期
間
中
は
、
県
内
の
新
人
消
防
職
員
を
対
象
と
し
た
初
任
科
教
育
、

ま
た
、
救
急
隊
員
に
な
る
た
め
の
消
防
職
員
を
育
成
す
る
救
急
科
の
担

当
教
官
と
し
て
県
内
多
く
の
消
防
職
員
の
教
育
に
従
事
し
ま
し
た
。

火災・救急・救助は

☎ １１９
（４）

　熊本県では、夜間の急な病気への対処や応急処置などを相談できる窓口として、令和6年5月1日
から #7119 の救急安心センター事業を実施しています。
　夜間の急な病気やケガで医療機関に行くか迷う時など、お気軽に #7119 にお電話下さい。経験
豊かな看護師がアドバイスいたします。

1. 受付時間　　午後 7時から翌朝 8時まで
2. 対 象 者　　熊本県内に在住又は滞在している方（主に 15 歳以上が対象）
　　　　　　　 ※15 歳未満の方の相談は、「子ども医療電話相談事業（#8000）」へご相談ください。
3. 相談内容　   ・夜間の急な病気やケガへの対処方法や、応急処置について
　　　　　　　・受診可能な医療機関の情報
　　　　　　　・夜間や休日に対応できる医療機関の情報
4. 相 談 員　　県外のコールセンターに待機している看護師が対応します。

救急安心センター事業（＃７１１９）が始まりました！

救急科指導中の恒松教官救急科指導中の恒松教官

広報しょうぼう上球磨 令和6年6月

　
令
和
４
年
４
月
か
ら

令
和
６
年
３
月
ま
で
の

２
年
間
、
県
内
消
防
本

部
輪
番
に
よ
る
熊
本
県

消
防
学
校
派
遣
教
官
と

し
て
、
当
消
防
組
合
か

ら
恒
松
昭
次
消
防
司
令

補
が
派
遣
さ
れ
、
こ
の

度
無
事
に
派
遣
期
間
を

終
了
し
帰
任
し
ま
し
た
。

熊本県消防学校教官派遣　無事終了！

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
体
験
で

培
わ
れ
た
知
識
や
経
験
を
、

今
後
は
上
球
磨
消
防
組
合
職

員
の
教
育
に
生
か
し
、
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
恒
松
教
官
、
お
疲
れ
様
で

し
た
！

当本部初任科の教え子と恒松司令補当本部初任科の教え子と恒松司令補



火災・救急・救助は

☎ １１９
（５）

消
火
器
の
準
備
（
火
災
予
防
条
例
第
18
条
〜
第
22
条
）

露
店
等
の
開
設
届
出

　
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展
示
会
及
び
そ
の
他
の
多
数
の
者
が
集
合

す
る
催
し
に
際
し
、
対
象
火
気
器
具
等  

を
使
用
す
る
露
店
等
を
開
設
す

る
場
合
は
、
上
球
磨
消
防
組
合
予
防
課
へ
「
露
店
等
の
開
設
届
出
書
」
を

あ
ら
か
じ
め
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

根
拠
事
例

　
平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
福
知
山
市
で

発
生
し
た
花
火
大
会
会
場
で
の
火
災
を
踏

ま
え
類
似
し
た
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
、
屋
外
に
お
け
る
多
数
の
者
が
集
合
す

る
催
し
に
際
し
て
対
象
火
気
器
具
等
の
取

扱
い
に
関
す
る
規
定
の
整
備
の
ほ
か
、
屋

外
に
お
け
る
防
火
管
理
体
制
の
構
築
を
目

的
と
し
、
上
球
磨
消
防
組
合
火
災
予
防
条

例
の
一
部
を
改
正
、
平
成
26
年
11
月
28
日

か
ら
、
対
象
火
気
器
具
等
を
使
用
す
る
露

店
等
を
開
設
す
る
場
合
は
、
届
出
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
記
露
店
等
で
は
業
務
用
消
火
器  

を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
大
規
模
な
催
し
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
人
命
又
は
財
産
に
特
に

重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
「
指
定
催
し
」
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に

関
す
る
計
画
を
消
防
機
関
に
提

出
し
な
か
っ
た
場
合
、「
指
定
催

し
」
を
主
催
す
る
者
に
対
し
て
、

罰
則
（
30
万
円
以
下
の
罰
金
）

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

広報しょうぼう上球磨 令和6年6月

届出書

※3

※4

対
象
火
気
器
具
等
と
は
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
、
自
家
発
電
機
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
な
ど

業
務
用
消
火
器
と
は
、
消
火
器

本
体
に
「
業
務
用
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の

※3※4



火災・救急・救助は

☎ １１９
（６）

広報しょうぼう上球磨 令和6年6月

令和６年度　上球磨消防組合当初予算の状況

消
防
め
し
！

【
豚
軟
骨
カ
レ
ー
】

　
今
回
の
担
当
は
採
用

４
年
目
の
赤
池
消
防
士

で
す
。
現
在
、
第
１
中

隊
第
２
小
隊
員
（
予
防

係
）
と
し
て
日
々
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
心
を

込
め
て
煮
込
ん
で
あ

り
、
軟
骨
も
柔
ら
か
く

仕
上
が
り
ま
し
た
！

歳 入
930,000千円 分担金及び負担金

864,910

組合債
59,500

使用料及び手数料
150

県支出金
2,224

財産収入
111

繰越金
3,000

諸収入
102

その他
3

歳 出
930,000千円

歳　出 内　容 金　額

議会費

総務費

消防費

公債費

諸支出金

予備費

組合議会の運営活動費用

組合全体の事務管理費用

消防業務に係る費用 (人件費含 )

借入金の返済費用

土地取得費等

臨時支出に備えておく費用

567

27,372

769,314

129,845

1

2,901

千円

千円

千円

千円

千円

千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県支出金

財産収入

繰越金

諸収入

組合債

その他

組合を構成する町村からの負担金

消防検査等の手数料

消防資機材整備のための交付金

基金の運用利子、物品売払収入

前年度繰越金

その他の収入

消防施設整備のための借入金

国庫支出金、寄附金、繰入金

864,910

150

2,224

111

3,000

102

59,500

3

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

歳　入 内　容 金　額

消防費
769,314

公債費
129,845

諸支出金
1

予備費
2,901

議会費
567

総務費
27,372

総
務
課
 42-3191・

警
防
課
 42-3183・

通
信
指
令
課
 42-3181

予
防
課
 42-3184・

消
防
課
 42-3189・

東
分
署
 47-8119
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